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研究成果の概要（和文）：本研究は，言語教育におけるオンライン授業のあり方について動機づけの観点から考
察することを目的に行われた。本研究で実施したアンケートは，フランス語の授業形態に関する学生の意識調査
を目的とするものであるが、その理論的枠組みとなっているのがDeci & Ryanの自己決定理論である。この理論
は、活動に対する主体性の認知度である自己決定度を尺度にして動機づけをあつかっている。自己決定度を左右
する要素は、「有能さ」、「自律性」、「関係性」それぞれに対する基本的心理欲求である。オンライン授業の
形態や授業内容によって学習者の動機づけに与える影響がさまざまであることが本研究では明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine online classes in language teaching
 from a motivational perspective. The questionnaire conducted in this study, which aimed to 
investigate students' attitudes toward the French teaching format, was based on Deci & Ryan's 
self-determination theory, which serves as the theoretical framework of the study. The theoretical 
framework of this theory is Deci & Ryan's self-determination theory, which deals with motivation 
based on a scale of self-determination, which is the degree of recognition of one's own initiative 
in an activity. The factors that influence self-determination are basic psychological needs for 
competence, autonomy, and relationships, respectively. The study revealed that the form and content 
of online classes have various effects on learner motivation.

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた結果は、対面授業が中心となっている現在、教室での活動をより効率良くするためには「教室
外でもできることは教室外で」という視点を持つことが改めて重要になることを示唆している。オーラル、非オ
ーラルに関係なく、オンラインを活用して教室での活動の前に予習や下調べなどの準備に充てる、あるいは反対
に復習や学習したことを応用した課題に取り組む回を設けるといったことが考えられる。コロナ禍での経験，そ
こで得られた知見やノウハウは今後の教育の基盤になりえるのではないだろうか。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

コロナ禍によって，学習者の学習環境が変わった。ICT 環境が急速に改善された。それ
に対応するには，従来，授業者が教室で⾏っていた授業をそのままオンラインで再現する
だけでは不⼗分である。教室での対⾯授業で満たされていた学習者の⼼理的欲求がオンラ
イン授業では⼗分に満たされない可能性がある。「いま必要なのは，Maslow（⼼理学者）
Before Bloom（教育学者）である」，この合い⾔葉に端的に表現されているように， 変
化した学習者の学習環境を学習者の⽴場に⽴って考慮する必要がある。キャンパスでの活
動や教室での対⾯授業で満たされていた学習者の⼼理的欲求の充⾜を考慮した授業を遠隔
授業でもできるだけ実施する必要がある。さもなければ，学習者は学習に苦痛を感じるよ
うになり，脱落するか学習意欲を無くしてしまう恐れがある。 
 
２．研究の目的 

学習者の⼼理的欲求の充⾜を考慮した授業を実施するには，まず現在の学習者の⼼理的
欲求の充⾜度を知る必要がある。そのために，本研究では，⼼理学のDeci & Ryanの「⾃
⼰決定理論」に基づいた質問紙を開発してアンケート調査を⾏う。この理論では，動機づ
けは連続体で，合計６段階に分かれている。また，この理論によると，動機づけは，「有
能さへの欲求」，「⾃律性への欲求」，「関係性への欲求」という３つの基本的⼼理的欲
と関連づけられていて，その充⾜度に応じて動機づけは段階的に変化する。社会的⽂脈要
因が⼼理的欲求に有利に働き，⼼理的欲求の充⾜度が⾼くなれば，内発的動機づけが保持
されたり，外発的だった動機づけがより内発的なものへと移⾏していく可能性が⾼くな
る。社会的⽂脈要因には，授業形態などの学習環境も含まれている。学習環境，⼼理的欲
求，動機づけの関係を図⽰するとつぎのようになる。 

 
このように，⾃⼰決定理論では，動機づけと学習環境要因（授業形態，クラスの雰囲

気，クラスサイズ，授業者特性，授業⽅法，教材など）との関係を⼼理的欲求を媒介変数
として考察することが可能である。また，動機づけを固定的でなく動的にとらえているの
で特定の学習環境要因について，その⼼理的欲求充⾜度がどの段階の動機づけと関係して
いるのかを知ることができる。以上が⾃⼰決定理論の枠組みで本研究を⾏う理由である。 

質問紙は 2 種類あり，3つの⼼理的欲求（有能さ，関係性，⾃律性）の充⾜度に関するも
のと動機づけ（学習意欲）に関するものである。こうして，⼼理的欲求の充⾜度だけでなく，
⼼理的欲求の充⾜度と動機づけの関係も調べる。 
 
３．研究の方法 
各学習環境要因と各⼼理的欲求充⾜度は，どのように関係しているのか。それぞれの学習

環境要因について 3 つの⼼理的欲求充⾜度の特徴をフランス語学習者へのアンケート調査
を通じて明らかにする。平成 3年度に，Web アンケート⽤質問紙作成し，前期と後期に実
施した。前期（第 1回調査）は約 2000 名，後期（第２回調査）は約 1500 名の被験者から
回答を得た。 



本研究では分析対象者の受講した授業形態によって動機づけと基本的⼼理欲求の充⾜度 
を⽐較をする（1 要因の分散分析とt 検定）。さらに，基本的⼼理欲求の充⾜に対する受
講したオンライン授業の形態と授業内容との関係について分析する（2 要因の分散分
析）。 
 

４．研究成果 

分析結果と考察 1：実際に受講した授業と好きな授業形態の関係 
第１回調査の時点では対⾯授業を含めた分析，オンライン授業に限定した分析，いずれに
おいても概ね実際に受講した授業と同じ形態を好む傾向が⾒られた。前者で対⾯授業を好
む割合は⾼かったものの受講した授業と好む授業が⼀致していたことは，この時点で選択
した授業形態しか受けたことがない学⽣にとって，⽐較対象とするものがなかったことを
裏付ける結果であった可能性もある。第２回調査では，対⾯授業を含めた分析において第
１回調査以上に受講した授業と好む授業が⼀致している傾向が⾒られたが，⼀⽅でオンラ
イン授業に関しては好きな授業形態が分散している傾向が⾒られた。このことは半期間の
経験を踏まえてオンライン授業のメリットを⾒出すなどして抵抗感が薄れたこと，また対
⾯授業も含めて授業形態の違いに対する学⽣の理解が深まっている可能性も考えられる。 
分析結果と考察 2：受講した授業形態と動機づけの関係 
分散分析の結果，第1 回は内発的動機づけと取り⼊れ的調整以外の項⽬で有意な群間差 
が⾒られた。記述統計量から対⾯授業とオンライン授業との間で⽐較的⼤きな差のあるこ
とが確認できる。第2 回では内発的動機づけと無動機以外の項⽬で有意な群間差が⾒られ
た。外的調整において混合と他の2 群との間で有意差が確認された。そして⾃律性の欲求
と関係性の欲求においては，オンライン授業と他の2 群との間で有意差が確認された。 
分析結果と考察3：オンライン授業の形態，授業内容と基本的⼼理欲求の充⾜度の関係 
対⾯授業を含めた分析において，動機づけの⾃⼰決定度，基本的⼼理欲求の充⾜のいず 
れにおいてもオンライン授業は対⾯授業を下回っていた。特に基本的⼼理欲求においては 
それが顕著であり，なかでも関係性への欲求の充⾜度においては授業形態が⼤きく影響し 
ていると考えられる。このことは冒頭の調査結果やコロナ以前の研究でも課題とされてい 
たことが本研究でも⽰されたと⾔える。しかしながら，授業内容を含めた分析によってオ
ンライン授業が⼀律に対⾯授業に劣るとは⾔えないこと，そしてオンライン授業と相性の
良い授業内容がある可能性が⽰された。 
⼀⼝にオンライン授業と⾔っても，その形態や授業内容によって学習者の動機づけに与

える影響がさまざまであることが本研究では明らかになった。当初は評判が芳しくなかっ
た⾮同期型も⾮オーラルの授業においては対⾯授業と遜⾊のない基本的⼼理欲求の充⾜度
が⽰された。基本的⼼理欲求についてはさらに，対⾯とオンラインの混合型や同期型と⾮ 
同期型の混合型においても⽐較的⾼い充⾜度が⽰された。これらの結果は，対⾯授業が中
⼼となっている現在，教室での活動をより効率良くするためには「教室外でもできること
は教室外で」という視点を持つことが改めて重要になることを⽰唆している。オーラル，
⾮オーラルに関係なく，オンラインを活⽤して教室での活動の前に予習や下調べなどの準
備に充てる，あるいは反対に復習や学習したことを応⽤した課題に取り組む回を設けると
いったことが考えられる。コロナ禍での経験，そこで得られた知⾒やノウハウは今後の教
育の基盤となりえるのではないだろうか。 
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